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染色処理がナイロン６繊維の微細構造に及ぼす影響について

一高温染色、染料分子サイズの効果－
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【目的】我々はこれまでに、分散染料Orange ３を用いた種々の測定結果から、染色処理による微

細構造の凝集状態の二極化が引き起こされるという仮説を提案してきた。本報ではこれらの詳細に

ついてさらに追求する目的で、高温染色を行った試料および異なる染料を用いた場合の結果につい

て検討を行った。

【方法】ナイロン６モノフィラメント糸にec ℃、ioo °c、110 °C､1 20°Cで30 分間で分散染料

Orange ３を使用して染色を行い、試料を作成した。染料を変えた実験では、分散染料Black l 、

Blue 14 、p一ニトロアニリンなどを用い、go('cで30 分間処理を施した。これらの試料について、

引張試験、動的粘弾性、ＤＳＣなどの測定を行った。

【結果】処理温度をあげると、試料の強伸度曲線上に観察される降伏強度は低下し、粘弾性曲線に

おいては90 ℃処理時に見られた100 °C付近の分散が消失するという傾向が認められる。同時に、

染着量および結晶化度の増加が観察された。これらの結果から、90 ℃処理では低凝集域のみの二

極化が進行し、染料が存在すると処理中の分子運動が活性化される結果、低凝集域の一部が高凝集

域に近い状態をとると推測された。高温の処理では低凝集域および高凝集域の両方を緩和させ、凝

集領域の二極化を引き起こすが、染料の存在により凝集の密な領域ではより結晶に近い状態、また

は微結晶などを増加させると思われる。全体として、試料の凝集状態を大きく変えるような分子運

動に対しては、処理温度の高さが決定的な役割を果たすが、緩和の過程に染料が存在すると温度効

果の幅を若干広げるよう働きうることが推測された。
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目的　グルコピラノースがa －I 、４結合した環状構造をもつシクロデキストリン（ＣＤ

と略記）は、その環状内部に疎水性物質を包接することが知られており、前報では水溶性

染料の溶解性向上について報告したが、油溶性色素についても水中に均一に溶解させるこ

とができると予測される。本研究はＣＤによる油溶性色素の水溶性化と安定化について、

界面活性剤ミセルヘの可溶化系との比較において検討した。

方法　油溶性色素としてβカロテン試薬を用いた。ＣＤには、a  －、β－、r －CD  （試

薬特級和光純薬社製）の３種を用いた。界面活性剤にはドデシル硫酸ナトリウム（ＳＤＳ）

を常法により精製して用いた。ＣＤとβカロテンとのコンプレックスの調整は、βカロテ

ンとＣＤを紛体で混合し、少量の水を加えてよくねり風乾して粉末とした。このコンプレ

ックスを水に溶解した。一方、SDS 系ではcmc  以上の溶液にβカロテンを可溶化させ

た。水への溶解性は水溶液の可視領域における吸収スペクトルにより、安定性はその時間

的変化により評価した。

結果　βカロテンはＣＤにより水に溶解し、その程度と安定性はＣＤの種類によって異な

る。r －CD はもっとも安定性に優れ、ついで、β－ＣＤ、α－CD の順になる。SDS

による可溶化系では、βカロテンの安定性は、エタノールのような溶媒系にくらべると劣

るが、ＣＤよりも良好な安定性を示す。
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